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広尾の小さな商店街を抜けたあたりに、

おいしい日本茶が飲めるカフェがある。歴

史を感じさせる禅寺の小道に佇む「蒼庵」

は、一歩足を踏み入れると古いレンガの壁

に備長炭の炉、岩手の南部鉄瓶の湯釜な

どに迎えられ、世間の喧噪を離れた静か

な庵にいるかのような気分にさせてくれ

る。イサム・ノグチのペーパーランプに古

びた床、1950年代の北欧アンティークのカ

ウンターチェアなど、和洋が見事に融和し

たユニークな空間だ。

オーナーの城山ケイセイ氏は「僕はもと

もとコーヒーが苦手で、美味しいコーヒー

が気軽に飲めるスターバックスが出てきた

ときに、これが日本茶だったらいいのにと

思いました。もちろん日本茶が飲める場所

もありますが、敷居が高くて気軽に入れる

店は少なかったので、自分でやろうと思っ

たのです」と語る。

まず、お茶を知るために日本全国からい

ろんな茶葉を集めて試飲した。きき茶コン

テストで日本一になったお茶屋から指導を

受け、甘味、渋味、苦味、コク、軽さなど

の基準で最高級の茶葉を選び出した。同

氏は「まわりの人たちは最初、わざわざお

店でお金を出して日本茶を飲む人などい

ないと、否定的でした」と語る。しかし、

だんだんお茶の世界の奥深さに、周囲も

引き込まれていったという。

そうやって試行錯誤を重ねて完成した

蒼庵ブレンドは、鹿児島産の知覧で取れた

茶葉をベースにした斬新なブレンドで、お

茶の旨みが程よくマッチしている。飲んで

みてまず驚くのは「日本茶とはこんな味が

するのか」ということだ。今までのお茶は
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何だったのかと感じるほど、甘味やコクが

ある。しかも、味だけではなく、日本茶に

は「スイッチをオフにする」不思議な力が

あるという。飲み過ぎると酔っぱらって仕

事ができないというくらい、お茶にはリラッ

クスできる作用があるのだ。時間がゆっく

り流れる静かな庵の雰囲気は、日本茶とと

もに滲み出たものかもしれない。

同氏は「古いものと新しいものをうまく

ミックスしていきたいので、床もわざと年

代物を探して使っています。そういう遊び

心というか、心にゆとりのある大人に支持

されるお店にしたいですね」と語った。

住所：東京都渋谷区広尾5-17-11
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ていねいに煎じられた
日本茶は、陶芸家の
森川泰治氏による茶
器で出される。茶器、
茶葉ともに購入可。

お茶は蒼庵ブレンド
（600円）や抹茶（700
円）など20種近く、玉
露おにぎりやあんみつ
もあり。
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